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「正社員として２０年以上勤務した６０代」の就労実態調査 

（株）パーソル総合研究所は、この２月に標題の調査（企業規模１００人未満の５,０００

人を対象）結果を発表しました。高齢化が進む中、ポスト団塊世代の６０代は約１,８３４万

人を超えるとともに、７０歳までの就業機会を確保する努力義務も課されています。少子高

齢化と労働力不足が深刻化する中、多くの企業が豊富な経験を持つ６０代の人材を雇用して

いますが、本調査では、職業キャリアの大半を正規雇用で勤務してきた６０代の働き方の実

態を明らかにした上で、彼らを組織の中核的な戦力として位置づけ、その能力を十分に引き

出す仕組みづくりに対する提言を行っています。以下にその内容を抜粋します。 

 

１．６０代の就労実態 
① ６０代の雇用形態は、６０代前半の約９０％が、６０代後半の3分の2程度が定年再雇

用、契約・嘱託社員等の正社員である。正社員の約９０％はフルタイム勤務であり、パー

ト・アルバイトは少数派となっている。 

② 給与をみる

と、元々勤めて

いた企業での継

続勤務者の収入

が高く、６０代

前半・後半とも

に「４００～ 

７００万円未満」、転職者では「２００～４００万円未満」、パート・アルバイト「２０

０万円未満」がボリュームゾーンになっている。 

③ ６０代は、正社員であっても半数以上の人は人事評価もなければ、昇給・昇格も適用さ

れない。役職登用機会がある人は、６０代前半継続勤務者の約４分の１程度である。 

２．６０代就業者のプロフィール 
④ ６０代就業者の約８５％が「就労するにあたって配慮が必要な病気やケガはない」と回

答しているが、約半数が同時に自身の健康に不安を感じている。 



⑤ ６０代の金融資産保有額は、約6割以上の人が「２,０００万円未満」。なお、就業者と

非就業者に大きな差はない。 

⑥ ６０代前半・後半ともに、非就業者より就業者の方がお金への不安を持っている。 

３．仕事の満足度 
⑦ ６０代前半の約半数、６０代後半の半数以上が現行の仕事に満足し、「働けているこ

と」「生計を維持できていること」に対する満足度が高い。 

⑧ ６０代前半の継続勤務者で給与・賞与が下がった人は、「自分の価値が低下した」「会

社員としてのキャリアが終わった」「モチベーションが下がった」「忠誠心が下がった」

との回答が多い。 

⑨ 給与・賞与が下がった人は、金銭の処遇ではなく仕事の内容に満足を見出している。 

４．職場の期待と本人の役割認識 
⑩ 職場での自分の役割を重要だと感じている人は約半数に留まる。 

⑪ 専門性がある社員

等でも自分の役割

を重要だと感じる

人は約６０％弱。 

⑫ 「自分が果たした

い役割」として、

「担当者としての

パフォーマンス発

揮」と「高い専門

性の発揮」との回

答が多いが、いず

れの項目について

も役割としての認識が低い。 

５．調査結果からの提言（パーソル総合研究所上席主任研究員 藤井 薫 氏） 
① 役割認識の低さは事業主側にも原因がある。位置づけの見直しと個々の役割を明確化に

し、本人とすり合わせる枠組みが必要だ。 

② 雇用区分の切り替え時での給与・賞与の引き下げは企業にとって一般的な施策だが、年

齢基準による一律の引き下げは、モチベーションの低下リスクが大きい。安易に年齢基準

へ逃げることなく、役割に応じて個別に是々非々の処遇見直しを行う必要がある。 

③ 基幹戦力人材には相応の専門性やスキルが要求される。若年層からのキャリアデザイン

や人材育成を専門性重視の方向へ切り替える必要がある。 

④ 働く個人としては、誰しも加齢に伴って時間の貴重性が増していく。役割や仕事内容、

金銭処遇と同じように勤務日数・時間も重要である。例えば、「週3日だけがっちり働

く」など「よく働き、よく遊ぶスタイル」は、ポスト団塊世代の価値観にフィットするの

ではないだろうか。 

                                 以上 


